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第30回 幹事会 議事録 

日 時：令和 2 年（2020 年）10 月 13 日（火）16 時 00 分～18 時 00 分 

会 場：Zoom（TV 会議）  

参加者（6 名）：立花、細倉、福田、大串、岸田、伊東  

欠席者（5 名）：大久保、野島、山田、小倉、高橋  【敬称略】 

◆主要予定議題：①横浜市との協定案締結報告（立花）、②相模原市との協定案報告（福田）、③宅地耐震化相

談事業（横浜市）との取組（岸田）④支部第 3 回研修会開催（岸田） 

担当者：司会；細倉、議長・Zoom オペレーション；大串、議事録；伊東 

【確認事項】 

１．第 29 回幹事会議事録（案） 大串幹事【資料 30-1 参照】 

・大串幹事から議事録の内容が説明され、原案どおり「議事録」とすることが承認された。

【報告事項】  

２．判定士会本部の動向 

1）本部幹事会（9/8）報告 大串幹事【資料 30-2 参照】 

・本部幹事会について大串幹事から以下の説明があった。

技術委員会で住宅地盤の安全安心講演会、地盤品質セミナー（来年 2 月開催）について説明・議

論された。広報委員会では宅地点検マニュアルの進捗の話、総務企画からは稟議書の書式・リーガ

ルチェック、決裁権限、プロジェクトコードに関する説明があった。本部の方に神奈川支部として、

横浜市、相模原市の協定について報告を行った。宅地防災部の業務委託契約書について意見交換が

行われた。 

・上記の報告に対して、立花支部長から以下の補足が加えられた。

「住宅地盤の安全安心講演会」にて、相談員研修について神奈川で実施している方法を全国に展

開することになった。 

宅地耐震化事業についての研修もこれに含めることになり、2 階式として 12/12 の E&E セミナ

ーの最終日の午前中に対象の 2 講義を実施することで検討している。 

また、2 月の地盤品質セミナーで、支部の活動を入れる方向で本部から依頼されている。 

2）横浜市との協定締結報告 立花支部長【資料 30-3.4 参照】 

・横浜市の協定締結について立花支部長から以下の報告があった。

協定書そのものは、8／4 の幹事会で提示したものと若干変わる所もあるがほぼ同じ内容となって

いる。変更された点は、目的の表現、第 2 条（4）その他を削除した、程度である。 

協定書の内容は既に確定しており、10／26 付けで締結の予定である。 

記者発表は 27 日に書面で配信する予定であり、26 日 AM10:30 から締結式が執り行われる。出

席者は北詰理事長のほか、本部から澤田副幹事長、伊東広報委員長、支部から立花支部長、福田総

務委員長が参加する予定である。 

協定締結に関わる広報は、本部広報委員会に依頼している。 
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 3) 地盤工学会理事会報告（地盤品質判定士関連）        立花支部長【資料 30-5 参照】 

・立花支部長から地盤工学会理事会について、以下の報告があった。 

地盤品質判定士の資格試験の受験者は 233 名となり、5 会場で試験が行われる。 

宅地防災部から、神奈川支部で実施されている一般市民向け相談員研修を 1 階として、その上に

2 階として宅地防災研修会を位置付けたいとの話があった。 

 

 

３．神奈川支部関連              

1）総務委員会活動報告                   福田幹事【資料 30-6.7.8 参照】 

  （相模原市訪問／神奈川県宅地開発行政事務連絡協議会参加／横浜市訪問） 

・福田幹事から相模原市訪問について、以下の報告があった。 

8／13 に相模原市を訪問し、協定締結に関する提案を行った。7／7 に相模原市のＨＰに神奈川支

部 HP のリンクが貼られており、パンフレットは完成した段階で市民相談者へ配布するための窓口

を設置したいとの意向を承った。 

協定案について、相模原市の担当者と福田さんの間で調整中である。 

 

・福田幹事から 12 市事務連絡協議会参加について、以下の報告があった。 

立花支部長と福田幹事で 12 市会に参加し、地盤品質判定士の資格について説明し、判定士に関

する広報活動を行ってきた。 

これを受けて今後 12 市を回ることが可能となり、さっそく、平塚市から問合せがあったので、

9/18 に細倉幹事と福田幹事で訪問して挨拶をしてきた。 

12 市会の方では名刺交換出来たので、総務委員会の方としては引き続き広報活動を続けていくと

良いと思われる。神奈川県からは、大規模盛土に関する説明があった。 

・福田幹事から横浜市訪問について、以下の報告があった。 

崖地の主な相談窓口となっている判定士会、横浜市建築事務所協会（ハマ建）で情報共有を行う

ために 9／4 に横浜市へ訪問した。 

 

2）技術委員会活動報告                   岸田幹事【資料 30-9.10 参照】 

  （宅地耐震化相談事業（横浜市）に関する意見交換） 

・「【資料 30-9】宅地耐震化推進事業（横浜市）に関する意見交換 20200920 議事メモ」に基づき、岸

田幹事から報告があった。 

横浜市との宅地耐震化相談事業に関して意見交換を行った。体制は、当面、神奈川支部：高橋、

山田幹事、並びに本部：門田様の 3 名で行うこととする。 

具体的に業務内容に関して、当面は支部活動に、協力を頂いている個人の判定士や支部幹事に声

掛けすることで、相談員を確保する。 

・「【資料 30-10】横浜市業務内容案 Ver6 提案資料」に基づき、岸田幹事からこれから横浜市に提案し

ようとしている資料の案の説明があった。 

今後、協定締結を受けて再度提案していきたいと考えている 
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3）神奈川支部第 2 回研修会（8/19）開催報告           岸田幹事【資料 30-11 参照】 

・岸田幹事から第 2 回研修会について、以下の開催報告があった。 

オンラインの同時開催であったため遠方から参加可能であったところは良かった。ただ、音声が

聞き取りにくいということがあり、今後の反省点とする 

・これに対して、立花支部長から以下補足と要請があった。 

オンライン開催であったため、当初予測した人数よりも多かったことも良かった。 

研修会を受けてまだ登録していない人への声掛けの結果について報告すること。まだ登録してい

ない人がいる場合には再度連絡を行う等のフォローを行うこと。 

 

4）支部事務局報告                       細倉幹事【資料 30-12 参照】 

・細倉幹事から事務局報告として、以下の説明があった。 

・本部からの要請により、支部口座の残金は本部へ振り込みを行った。これからは支部のプロジェ

クトコードを付けて本部で管理されることになる。 

・講師謝金の支払いは、本部経理の負担を減らすため、半年に 1 回とすることになった。経費精算

は 5 万円までは支部長決裁で可能となった。 

・領収書は村岡さんに送付して、そこから本部に流すこと。 

・ファイルサーバーについて本部総務企画委員会で検討中である。 

・新規会員は 4 名あった。 

・11／2（予定）で会計担当のミーティングが開催される予定である。 

 

5）相談案件状況報告                   立花幹事長【口頭報告】 

  （横浜のマンション／川崎の既存擁壁） 

・細倉幹事から 横浜マンションについての報告があった。 

・細倉幹事からの報告：支部 HP を通じて一般市民から相談があり、詳しい資料を要求したがそれっ

きり連絡が無い案件があった。 

・川崎市の既存擁壁について立花支部長から報告があった。 

【検討事項】                   

５．相模原市との協定案                    福田幹事【資料 30-6 参照】 

   ・現在調整中であり、出てきた段階で改めて相談する形で調整したい。 

   ・協定は、本部チェックが入るので、福田幹事の方で支部長に相談しながら進めることとする。 

   ・情報は常に幹事会に提供することとする。 

 

６．支部第 3 回研修会開催にあたって           岸田幹事【資料 30-13.14 参照】 

   ・参加申込者が少なく、今まで可能であった交通費の支給が出来ない可能性がある（幹事会承認）。 

 

【その他】                   

   ・第 4 回の研修会 12 月ぐらいに予定されていたが、幹事会で諮ることが出来ないので、計画を詰

めてメール審議を進めて欲しい 
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 →技術委員会で検討して報告する。 

   ・山田技術委員長から横浜市締結に伴い相談案件が増える可能性がある。前さばきを輪番制で行って

はどうかとの提案があった（立花支部長） 

 →これについて、今すぐにではないが、今後詰めていく必要がある。 

    

＜資料＞ 

 

以上 

                              以上 伊東 原案 (20201013) 記 


